
二項分布の正規近似
定理 (ド・モアブル-ラプラスの定理)

X が B(n, p) に従うとき, Z =
X − np√
np(1− p)

と標準化すると, n → ∞ のとき Z は N(0, 1) に従
う.

• この定理を証明するために, 「階乗の近似」である Stirling (スターリング) の公式
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となるから,
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となる. 左辺は k の関数で, 右辺は t の関数であるが,
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2 , すなわち標準正規分布となった.


